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祭 ２先鋒の役割と観客（１）先鋒という役割（２）先鋒の成立 ３成田祇園祭の観光化 お
わりに        
第９章 祭礼における外部的な権威―沼田まつりのマンドウを事例に― 








































           【論文審査の結果の要旨】 
本論文の持つ大きな意義は、従来、村社会の氏神祭祀の分析を中心に展開し、いまだにそのくび
きから脱しきれていない民俗学における祭礼研究に対し、観光化した祇園系の都市祭礼、「熊谷う
ちわ祭」を事例にして、現代における祭礼が「一体だれのためのものであるか」を論じたことにあ
る。具体的に、実際にこの祭りを担っている鳶、旦那衆、若連の三者の行動や言動に取材し、それ
ぞれが役割を果たしつつ、祭礼全体が統合されていく基調に、「権威」や「権力」ともいうべき力
の発動が認められることを指摘し、この分析視角が現代社会の祭礼研究に有効であることを論証し
たことである。祭礼の次第や祭事の芸態の詳細な記述に基づく静態的な祭礼民俗誌的研究ではなく、
祭礼がなぜ行われ人々を引き付けるのか、その躍動の源を、祭りを主宰する側の動態、内的な力関
係に見出した点に筆者の独自性を認め、また新たな祭礼研究へ取組む意欲の表れとして評価できる
ものである。 
また、本論文は、祭礼の民俗誌としても、その調査、記述に評価できる点がある。その一は、現
地調査では自らが祭礼関係者の一員となって、当事者の心意により近い参与観察の視点で物を見、
また聞き書きをしたことで、熊谷うちわ祭、京都祇園祭りの鳶や大工さんの記述に活かされ，反映
されている。その二として、新聞記事を、まさに時系列における時点が特定できる歴史民俗資料と
して有効に活用した点も高く評価できる。熊谷鳶の時代による性格の変遷の記述は、詳細な職人研
究資料として後世に残された。 
その一方、さらに説明、論じて欲しい箇所やいくつかの課題が求められる。 
最も補説が欲しいのは、「権威」と「権力」の語用についてである。この語については、M.ウェー
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バーはじめ社会思想史の研究史上でも多くの蓄積があり、またさまざまな見解が示されてきており
十分な配慮が求められる。日本社会論においても、「権威」を天皇制に認め、「権力」を幕府に認め
る考えや、民俗文化論においても折口信夫の学説などがあり、本論のキー・タームでもあることか
ら、学説史を消化したうえでの、自身の定義が必要となる。 
 熊谷うちわ祭の民俗誌記述については先に評価したが、大規模な都市祭礼の場合、それぞれの行
事の進行状況が総合的にわかる総譜（スコア）のような表や図があればより理解がはかられる。ま
た、祭りを特長づける祇園柱とうちわについては、柱の垂直性は天と地を結ぶ象徴とか、より素朴
な、基本的な説明から始めるも説得的であろう。本論は、祭典組織に焦点を当てたため、写真の掲
載などに助けられたが、祭りの全体がイメージできないきらいがあった。 
以上、本論文は、今後さらに補い、深化させるべき課題もあるが、熊谷うちわ祭を事例に、現代
社会における観光化した都市祭礼を滞りなく執行していく上で、かつての村祭りの氏子組織に見ら
れるような既成の関係、組織ではなく、それぞれの状況と場面に応じて、「権威」とか「権力」と
もいうべき力が発揮され、祭り全体が統括されていくことを見事に論述している。論証に当たって
は、当事者に対する聞き書きをはじめ、自らの参与観察、また新聞記事を有効に利用するなど、新
たな試みもなされている。いずれにせよ、本論文は、見るものを意識した現代社会の祭礼において、
「祭りはだれのためのものか」の問いかけに対し、祭礼を挙行する側の組織に内在する原理を「権
威」と「権力」の言葉を使いつつ具体的に提示した意欲的な論考といえる。また、口頭試問におい
て今後の展望など著者にさらなる質問も試みたがいずれも相応しい応答であった。その結果も合わ
せ、市東真一氏に博士（歴史民俗資料学）の学位を授与することがふさわしいものと審査員一同こ
れを認めるものである。 
 
